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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
R５年度さいたま市学習状況調査の国語・算数の「思考・判断・
表現」に関わる領域において、Ｒ４年度の自校の結果から、平
均無解答率を１割分下げる。

多種多様なテキストを読み解く学習活動の中に共同編
集を位置付け、協働的な学びを通して考えたり、表現し
たりすることができるようにする。

知識・技能
R５年度さいたま市学習状況調査の国語・算数の「知識・技能」
に関わる領域において、Ｒ４年度の自校の結果と同等以上の
結果とする。

「ドリルパーク」や「スタディサプリ」を活用し、言葉の使
い方や漢字・基本的な計算等の反復練習に取り組む。月
に１度程度児童の学習履歴を担当教員が確認し、今後の
学習支援に活用する。その際、児童自身も個別に学習計
画を立てる時間を設定する。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度さいたま市学習状況調査「課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目におい
て、肯定的な回答の割合を９０％以上にする。

授業において、「学習の質的向上を目指す『学びのポイ
ント』」の「自分で決める」にある学習課題や学びの方法
を児童が決める場を設定する。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

⇒思考・判断・表現

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

主体的に学習に取り組
む態度

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和５年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【針ヶ谷小学校】


